
自転車に乗る時はヘルメットの着用を！ 自転車用自転車に乗る時はヘルメットの着用を！ 自転車用
ヘルメットを選ぶときはマーク等を確認しましょう！ヘルメットを選ぶときはマーク等を確認しましょう！

【問い合わせ】消費生活センター（産業政策課内 ☎287- 0858）
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が
一
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
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が
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け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
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。
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に
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国
民
年
金
第
１
号
の
被
保
険
者
は
、
毎
月
の
保
険
料（
令
和
５
年
度
は

１
万
６
５
２
０
円
／
月
）を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
の
金
額
以
下
で
あ
れ
ば
、「
国
民
年
金
保
険
料
免

除･

納
付
猶
予
制
度
」の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
請
者
本
人
が

免
除
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
後
、
審
査
で
承
認
さ
れ

た
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は
保
険

料
を
全
額
納
め
た
時
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。
納
付
猶
予
期
間
は
、

後
か
ら
追
納
で
納
付
し
た
場
合
の
み
、
年
金
額
に
反
映
し
ま
す
。

■
申
請
可
能
な
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

令
和
５
年
度
の
免
除･

納
付
猶
予
は
、
令
和
５
年
７
月
分
か
ら
令
和

６
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
学
生
の

場
合
は
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
在
学
期
間
を
対
象
と
し
た

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の
申
請
が
可
能
で
す
。
申
請
可
能
期
間
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
こ
ち
ら

　

保
険
料
免
除･

納
付
猶
予
の
申
請
の
際
は
、
年
金
番
号
が
分
か
る
書

類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
左
記
の
場
合
は
、
さ
ら
に
必
要
と
な
る
書
類

が
あ
り
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除
…
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
ま
た

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
公

的
機
関
が
交
付
す
る
、
失
業
の
事
実
が
確
認
で
き
る
証
明
書
等
）

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
…
学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明

書（
原
本
）

【
問
い
合
わ
せ
】水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
２
８
３
）、
保
険
課
医

療
保
険
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
１
～
１
１
３
３
）

頭部をぶつけた。
【事例３】子どもが補助輪付き自転車で走行中に自転

車ごと転倒し、脳震とうを起こした。

▽自転車の乗車用ヘルメットを選択する際は、乗車
用としての安全性に係る規格等への適合マークが
表示がされているものを選ぶ。

▽頭のサイズに合ったヘルメットを選んで、正しく
着用する。

▽自転車の乗車用ヘルメットは、取扱説明書をよく
読んで、適切に使用する。

▽１歳未満の子どもを安全に自転車に同乗させること
は困難なため、自転車以外の移動方法を検討する。

　道路交通法の一部改正により、令
和５年４月１日からは全ての自転車
利用者に、令和５年７月１日からは
特定小型原動機付自転車(いわゆる電
動キックボード等)の利用者に、乗車

用ヘルメット着用の努力義務が課されました。
　現在のところ、国内では、自転車と電動キックボー
ド等に乗車する際に着用する乗車用ヘルメットに
ついて、満たすべき安全性等に関する公的な規格
基準は定められていません。ヘルメットの安全性
に関する任意の規格はありますが、市販されてい
るヘルメットには、任意の適合マークが表示され
ている商品と、表示されていない商品があります。
　自転車や電動キックボード等を利用するときは、
安全性が確認された適合マークが表示されている
ヘルメットを選び、着用に努めましょう。

【事例１】トラックのドアミラーと衝突し、顎を骨
折した。

【事例２】子どもを自転車の前座席に乗せたまま、
自転車ごと転倒した。子どもがコンクリートに

ヘルメット未着用時の事故事例！

安全に自転車を利用するためには…

【安全が確認された適合マークの例】

JISマーク SGマーク JCF公認マーク JCF推奨マーク

CEマーク(EN1078)

※ＣＰＳＣマークなど、このほか
にも安全基準が存在します。
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